
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
政

府
開
発
援
助
に
と
っ
て
、
歴
史
的
に
重

要
な
支
援
先
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け

た
。
最
も
初
期
に
支
援
を
開
始
し
た
国

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
政
治
・
外

交
情
勢
に
応
じ
、
支
援
の
方
針
・
内
容

は
変
遷
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
の
首
脳
会
談
に
お

い
て
、
改
革
の
進
展
に
と
も
な
い
経
済

開
発
か
ら
貧
困
削
減
・
少
数
民
族
支
援

ま
で
含
む
広
範
な
協
力
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
、
新
た
な
経
済
協
力
方
針
と
し

て
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
他
に
類
を
み
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
、
ま
た
、
政
府
各
省
・

機
関
、
有
識
者
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市

民
社
会
等
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
取
り

組
み
と
し
て
、
短
期
間
に
大
規
模
か
つ

包
括
的
な
支
援
策
を
ま
と
め
た
。
ま

た
、
支
援
本
格
化
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

各
国
・
機
関
へ
の
延
滞
債
務
の
解
消
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
日
本
が
そ
の
先

鞭
を
つ
け
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
を

リ
ー
ド
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
対

ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
に
か
か
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
動
き
を
紹
介
し
つ
つ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
支
援
の
今
後
を
展
望
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

●�

過
去
の
経
済
協
力
方
針
の
変
遷

戦
後
賠
償
か
ら
始
ま
っ
た
経
済
協
力

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、

一
九
五
四
年
の
戦
後
賠
償
に
端
を
発

し
、
一
九
六
三
年
に
経
済
技
術
協
力
協

定
の
締
結
、
一
九
六
八
年
に
円
借
款
、

一
九
七
五
年
に
無
償
資
金
協
力
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
一
年
に
調
印
さ
れ
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
も
と
づ
く
賠

償
交
渉
に
は
時
間
を
要
し
た
が
、
最
も

早
期
に
合
意
に
達
し
た
の
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
賠
償
協
定
お
よ

び
経
済
技
術
協
力
協
定
で
は
、
バ
ル
ー

チ
ャ
ン
水
力
発
電
事
業
と
工
業
化
4
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
重
車
両
、
軽
車
両
、
農

機
具
、
家
庭
用
電
気
機
器
の
各
製
造
事

業
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

一
九
五
四
年
の
賠
償
協
定
に
引
き
続

き
、
一
九
六
三
年
に
は
経
済
技
術
協
力

協
定
が
調
印
さ
れ
た
。
一
九
八
一
年
度

ま
で
に
は
、
累
計
で
六
六
億
八
四
〇
〇

万
円
の
協
力
を
実
施
し
た
。
内
訳
を
み

る
と
、
研
修
員
受
入
が
八
二
七
人
、
専

門
家
派
遣
が
二
九
〇
人
、
機
材
供
与
が

三
億
三
五
〇
〇
万
円
、
開
発
調
査
が
二

八
件
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力

が
二
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
八
年
に
供
与
さ
れ
た
初
の
円

借
款
も
工
業
化
4
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
工
業

化
支
援
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
、

鉄
道
や
空
港
と
い
っ
た
基
幹
イ
ン
フ
ラ

に
対
す
る
借
款
で
の
支
援
が
行
わ
れ
、

一
九
八
八
年
に
新
規
借
款
供
与
が
見
合

わ
さ
れ
る
ま
で
の
承
諾
累
計
額
は
四
〇

三
〇
億
円
に
上
っ
た
。

　

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
無
償
資
金
協
力
は
一

九
七
五
年
度
に
約
七
億
円
の
規
模
で
始

ま
っ
た
。
一
九
八
八
年
度
ま
で
の
供
与

額
は
約
九
四
一
億
円
、
こ
の
う
ち
「
食

糧
増
産
援
助
」
は
約
二
三
％
を
占
め

る
。
こ
の
他
、
比
較
的
大
型
の
事
業
と

し
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
総
合
病
院
建
設
、

都
市
飲
料
水
開
発
、
農
林
業
・
灌
漑
の

訓
練
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

一
九
八
八
年
の
政
変
以
降

　

一
九
八
八
年
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権
退

陣
を
求
め
る
全
国
的
な
民
主
化
デ
モ
に

よ
り
社
会
主
義
政
権
が
崩
壊
し
、
デ
モ

を
鎮
圧
し
た
国
軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ

り
政
権
を
掌
握
し
た
。
社
会
主
義
政
策

か
ら
経
済
開
放
政
策
に
転
じ
た
軍
事
政

権
だ
が
、
民
主
化
運
動
の
弾
圧
や
そ
の

指
導
者
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
の
拘

束
・
自
宅
軟
禁
な
ど
に
対
し
て
国
際
社

会
か
ら
大
き
な
非
難
を
浴
び
る
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
政
府
は
、
新

規
案
件
の
供
与
を
原
則
見
合
わ
せ
る
措

置
を
取
っ
た
。

　

一
九
九
五
年
、
憲
法
制
定
に
向
け
た

動
き
や
少
数
民
族
と
の
和
平
の
進
展
、

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
釈
放
を
受

け
、
経
済
協
力
方
針
は
民
主
化
お
よ
び

人
権
状
況
の
改
善
を
見
守
り
つ
つ
、
民

衆
に
直
接
裨
益
す
る
基
礎
生
活
分
野

特集   ミャンマー改革の３年
─テインセイン政権の
  中間評価（2）─

府
川
賢
祐

日
本
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
協
力
に
つ
い
て
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（
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー

ズ
）
の
案
件
を
中
心
に
ケ
ー
ス
・
バ

イ
・
ケ
ー
ス
で
検
討
の
う
え
、
実
施
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、
ス
ー
チ
ー
氏
の
再
度

の
拘
束
・
自
宅
軟
禁
を
受
け
、
新
規
案

件
の
実
施
は
基
本
的
に
見
合
わ
せ
、
緊

急
性
が
高
く
真
に
人
道
的
な
案
件
や
民

主
化
・
経
済
構
造
改
革
に
資
す
る
人
材

育
成
の
た
め
の
案
件
等
に
つ
い
て
の

み
、
政
治
情
勢
を
注
意
深
く
見
守
り
つ

つ
案
件
内
容
を
吟
味
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

こ
の
方
針
は
、
二
〇
〇
七
年
に
全
国

的
な
僧
侶
に
よ
る
デ
モ
に
対
し
弾
圧
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
一
層
の
案
件

絞
り
込
み
を
実
施
す
る
よ
う
強
化
さ
れ

た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
サ
イ
ク
ロ
ン
・

ナ
ル
ギ
ス
に
よ
り
受
け
た
甚
大
な
被
害

に
対
し
て
は
、
緊
急
援
助
や
災
害
復
旧

対
策
の
支
援
が
行
わ
れ
た
。

日
本
の
援
助
の
特
徴

　

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
改
革

の
進
展
度
合
い
に
応
じ
て
、
日
本
の
対

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
協
力
方
針
は
都
度
見

直
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
一
貫
し

てG
 to

 G

、
す
な
わ
ち
政
府
対
政
府

の
支
援
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
は
大
き

な
特
色
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
が
経
済
制

裁
に
あ
わ
せ
て
援
助
の
停
止
な
い
し
縮

減
を
行
い
、
援
助
の
チ
ャ
ネ
ル
を
国
連

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
限
定
し
た
こ
と
と
は
対
照

的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
に
対
す
る
継
続
的
な
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

も
一
九
八
一
年
の
設
立
以
来
、
一
貫
し

て
事
務
所
を
置
き
続
け
た
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
支
援
無
償
（
Ｊ
Ｄ

Ｓ
）
に
よ
る
日
本
の
大
学
へ
の
留
学
機

会
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
実
施
す
る
研
修
へ
の

参
加
は
、
経
済
制
裁
下
で
外
国
へ
の
留

学
・
研
修
機
会
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
、
海
外
の
先
端

的
な
知
識
や
国
際
情
勢
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
以
降
の
諸
改
革
を
担
う
政

府
各
省
に
あ
っ
て
は
、
日
本
で
の
留

学
・
研
修
経
験
者
が
多
数
活
躍
し
て
い

る
。

●�

二
〇
一
二
年
四
月
発
表
の
新
た

な
経
済
協
力
方
針

新
た
な
経
済
協
力
方
針
の
発
表

　

二
〇
一
二
年
四
月
に
東
京
で
開
催
さ

れ
た
第
四
回
日
本
・
メ
コ
ン
諸
国
首
脳

会
議
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
代
表
と
し

て
テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統
領
が
出
席
。
そ

の
際
に
両
国
の
首
脳
に
よ
る
バ
イ
会
談

も
開
催
さ
れ
、
両
首
脳
間
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
改
革
継
続
を
確
認
し
つ
つ
、
日

本
よ
り
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
協
力
方
針

を
見
直
し
、
本
格
的
な
支
援
を
再
開
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
の
内
容
は
以

下
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
お
よ
び
国
民

和
解
、
持
続
的
発
展
に
向
け
て
、
急
速

に
進
む
同
国
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

改
革
努
力
を
後
押
し
す
る
た
め
、
引
き

続
き
改
革
努
力
の
進
捗
を
見
守
り
つ

つ
、
民
主
化
と
国
民
和
解
、
経
済
改
革

の
配
当
を
広
範
な
国
民
が
実
感
で
き
る

よ
う
、
以
下
の
分
野
を
中
心
に
支
援
を

実
施
す
る
。

①　

国
民
の
生
活
向
上
の
た
め
の
支
援

（
少
数
民
族
や
貧
困
層
支
援
、
農

業
開
発
、
地
域
開
発
を
含
む
。）。

②　

経
済
・
社
会
を
支
え
る
人
材
の
能

力
向
上
や
制
度
の
整
備
の
た
め
の

支
援
（
民
主
化
推
進
の
た
め
の
支

援
を
含
む
。）。

③　

持
続
的
経
済
成
長
の
た
め
に
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
備
等
の

支
援
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
両
首
脳
は
、
日

本
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
持
続
的
な
経
済
発

展
の
た
め
に
新
規
の
円
借
款
を
再
開
す

る
た
め
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
債
務
問
題
へ
の
対
応
に

つ
き
、
共
通
認
識
に
達
し
た
。

延
滞
債
務
解
消
に
つ
い
て

　

二
〇
一
二
年
四
月
に
日
本
政
府
が
表

明
し
た
経
済
協
力
の
本
格
化
に
あ
た
っ

て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
各
国
・
国

際
機
関
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
延
滞
債

務
を
解
消
し
、
本
格
的
な
金
融
支
援
を

可
能
と
す
る
環
境
作
り
が
必
要
で
あ
っ

た
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
一
年
度
末
の
時
点
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
世
銀
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
の
国
際
機
関
向
け

債
務
、
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
に
対
す
る

二
国
間
債
務
で
合
計
一
〇
五
億
九
〇
〇

〇
ド
ル
の
延
滞
債
務
を
有
し
て
い
た
。

　

日
本
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
国
間
債
権

債
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年

四
月
の
首
脳
会
談
で
確
認
さ
れ
た
共
通

認
識
を
踏
ま
え
、
両
国
政
府
間
で
協
議

が
進
め
ら
れ
た
。
並
行
し
て
、
日
本
政

府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
国
際

機
関
、
二
国
間
債
権
国
を
含
む
国
際
社

会
と
も
延
滞
債
務
の
解
消
に
向
け
た
協

議
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇

一
三
年
一
月
一
七
日
に
Ａ
Ｄ
Ｂ
、
二
五

日
に
世
銀
に
対
す
る
延
滞
債
務
解
消
が

実
施
さ
れ
、
二
五
日
に
は
二
国
間
債
権

国
と
の
間
で
パ
リ
ク
ラ
ブ
合
意
が
な
さ

れ
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
社
会
と
の
延
滞
債
務
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解
消
の
進
展
を
踏
ま
え
、
日
本
も
一
月

三
〇
日
お
よ
び
五
月
二
六
日
の
二
度
に

わ
た
り
以
下
の
と
お
り
延
滞
債
務
の
解

消
措
置
を
実
施
し
た
。

①　

二
〇
〇
三
年
三
月
末
以
前
に
返
済

期
日
が
到
来
し
た
元
利
合
計
一
九

八
九
億
円
に
つ
い
て
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
、
超
短
期
の
商
業
ロ
ー
ン

を
「
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー
ン
」
と
し
て

活
用
し
、
こ
の
債
務
を
解
消
す
る

の
に
対
し
て
、
日
本
が
、
長
期
・

低
利
の
円
借
款
を
「
社
会
経
済
開

発
支
援
計
画
」（
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ロ
ー
ン
）
と
し
て
供
与
。

②　

二
〇
〇
三
年
四
月
以
降
に
返
済
期

日
が
到
来
し
た
元
利
合
計
一
二
七

四
億
円
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
二
年

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
対
し
て
伝
達

し
た
と
お
り
、
免
除
の
手
続
き
を

再
開
。

③　

過
去
二
〇
年
程
度
に
わ
た
る
遅
延

損
害
金
約
一
七
六
一
億
円
お
よ
び

二
〇
一
二
年
四
月
一
日
以
降
に
弁

済
期
日
が
到
来
す
る
元
本
約
一
二

五
億
円
に
対
す
る
免
除
。

　

①
で
供
与
し
た
新
規
円
借
款
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
よ
る
改
革
の
進
展

を
担
保
に
し
た
政
策
支
援
型
借
款
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
ロ
ー
ン
）
の
形
態
を
と
っ

た
。
マ
ク
ロ
経
済
、
社
会
セ
ク
タ
ー
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
三
分
野
に
お
い
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
改
革
に
向
け
進
め

る
べ
き
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
と
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
指
標
を
「
政
策
マ
ト
リ
ク
ス
」

と
し
て
体
系
化
し
、
借
款
供
与
後
一
年

間
に
わ
た
り
、
両
国
政
府
に
よ
る
政
策

対
話
を
通
じ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を

構
築
し
た
。

●�

新
経
済
協
力
方
針
の
下
で
の

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
主
な
取
り
組
み

　

二
〇
一
二
年
四
月
、
新
た
な
経
済
協

力
方
針
で
示
さ
れ
た
三
つ
の
柱
、
す
な

わ
ち
「
国
民
の
生
活
向
上
」「
人
材
の

能
力
向
上
や
制
度
の
整
備
」「
持
続
的

経
済
成
長
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
や
制
度

の
整
備
」
に
沿
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
組

織
の
総
力
を
挙
げ
て
支
援
の
具
体
化
を

進
め
て
き
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
目
の
柱
「
国
民
の
生
活
向

上
」
の
下
で
は
、
国
民
和
解
の
た
め
の

少
数
民
族
支
援
や
貧
困
層
支
援
、
農
業

開
発
、
保
健
医
療
の
改
善
、
防
災
支

援
、
地
方
開
発
等
を
行
う
。
数
十
万
人

が
タ
イ
に
難
民
と
し
て
避
難
し
て
い
る

カ
レ
ン
州
・
モ
ン
州
に
お
い
て
は
、
難

民
の
帰
還
・
定
住
に
向
け
た
支
援
と
今

後
の
地
域
の
開
発
計
画
づ
く
り
を
開
始

し
た
。
ケ
シ
の
栽
培
で
有
名
な
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
一
角

で
あ
る
シ
ャ
ン
州
に
お
い
て
は
、
ケ
シ

に
代
わ
る
代
替
作
物
の
導
入
支
援
を
行

う
。

　

地
理
的
・
気
候
的
に
多
様
な
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
、
以
前
よ
り
環
境
に
適
合
し

た
営
農
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は

資
金
協
力
を
活
用
し
た
灌
漑
整
備
や
農

業
の
機
械
化
と
い
っ
た
協
力
も
可
能
と

な
る
。

　

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
達
成
に
向
け
、
保
健
医
療
は
、

教
育
と
並
ん
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
予

算
を
重
点
的
に
配
分
し
て
い
る
分
野
で

あ
る
。
人
材
育
成
、
病
院
・
医
療
機
材

の
拡
充
の
両
面
で
一
層
の
投
入
が
必
要

で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
一
月
の
延
滞
債
務
解
消

を
受
け
新
た
に
供
与
が
決
ま
っ
た
円
借

款
の
第
一
号
案
件
は
、
貧
困
削
減
に
向

け
た
地
方
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
開
発
予
算
が

不
十
分
で
あ
っ
た
地
方
部
の
基
礎
イ
ン

フ
ラ
（
道
路
、
電
力
、
上
水
）
を
支
援

し
て
い
く
。

　

二
本
目
の
柱
「
人
材
の
能
力
向
上
や

制
度
の
整
備
」
で
は
、
市
場
経
済
化
や

民
主
化
に
向
け
た
支
援
、
基
礎
教
育
や

産
業
人
材
育
成
を
行
う
。
日
本
の
有
識

者
を
招
い
て
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
へ
の

政
策
提
言
・
政
策
立
案
者
向
け
の
人
材

育
成
で
は
、
経
済
・
金
融
、
貿
易
・
投

資
・
中
小
企
業
、
農
業
・
農
村
開
発
の

三
つ
の
分
野
で
共
同
研
究
や
行
政
官
向

け
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

改
革
に
向
け
、
各
種
法
案
の
改
正
作

業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
で
は
、
す
べ
て
の
法
案
の
審
査
を
行

う
法
務
長
官
府
が
枢
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
か
ら
、
こ
こ
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
こ
れ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
改
革

の
重
要
で
あ
る
「
法
の
支
配
」
の
確
立

に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
分
野
で
は
、
学
制
を
国
際
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
改
革
す
る
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
大
臣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
や
基
礎
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

と
い
っ
た
支
援
に
着
手
し
て
い
る
。

　

外
国
投
資
の
伸
張
に
と
も
な
い
、

ワ
ー
カ
ー
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
幅

広
い
層
の
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
二
〇
一
三
年
に
相
次
い
で
ス
タ
ー

ト
し
た
日
本
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
や
ヤ
ン
ゴ
ン
・
マ
エ
ダ
レ
ー

の
工
科
大
学
支
援
は
、
産
業
人
材
育
成

の
分
野
で
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

　

広
範
な
イ
ン
フ
ラ
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
十
分
な
開
発

計
画
を
立
て
て
こ
ら
れ
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
三
本
目
の
柱
「
持
続
的
経
済

成
長
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
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備
」
で
は
、
ま
ず
主
要
セ
ク
タ
ー
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
の
計
画
策
定
を
支
援
し
て
い
る
。

　

一
方
、
緊
急
的
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
待
た

ず
に
投
資
計
画
を
支
援
す
る
。
例
え

ば
、
電
力
や
上
水
、
通
信
と
い
っ
た
分

野
で
有
償
・
無
償
の
資
金
協
力
を
進
め

て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
野
で
は
あ

わ
せ
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
開

発
計
画
や
事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
支

援
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
度
中
に
技

術
協
力
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
五
件
を
協
力

開
始
、
さ
ら
に
二
〇
一
三
年
度
に
向
け

六
件
の
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
無
償

資
金
協
力
二
三
五
億
円
の
贈
与
契
約
締

結
（
二
〇
一
一
年
度
は
、
約
九
億

円
）、
有
償
資
金
協
力
五
一
〇
億
円
の

プ
レ
ッ
ジ
を
行
う
な
ど
、
短
期
間
に
大

規
模
か
つ
包
括
的
な
支
援
策
が
具
体
化

し
た
。

政
策
の
上
流
部
分
か
ら
の
関
与

　

先
に
述
べ
た
政
策
支
援
型
借
款
や
、

後
述
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
援
助
受
け
入

れ
体
制
構
築
支
援
の
例
の
よ
う
に
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
政
策
の
上
流

部
分
か
ら
関
与
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
う
し
た
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
金
融
分
野
の
協
力
を
挙
げ
た
い
。

　

金
融
セ
ク
タ
ー
改
革
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
が
進
め
る
市
場
経
済
化
、
民

間
セ
ク
タ
ー
主
体
の
経
済
発
展
、
貧
困

削
減
に
向
け
た
包
摂
的
金
融
サ
ー
ビ
ス

（fin
an

cial in
clu

sio
n

）
の
改
善
や

外
国
投
資
誘
致
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
視
野

に
立
っ
た
包
括
的
な
計
画
の
策
定
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
は
多
様
な
関

係
機
関
か
ら
の
知
見
・
経
験
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
中
銀
や
政
策
金
融
と

い
っ
た
公
的
セ
ク
タ
ー
か
ら
民
間
金
融

機
関
ま
で
対
象
が
広
い
こ
と
、
シ
ス
テ

ム
整
備
等
の
イ
ン
フ
ラ
か
ら
人
材
育
成

ま
で
相
互
に
関
係
あ
る
分
野
に
包
括
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
金

融
セ
ク
タ
ー
の
発
展
は
、
今
後
日
本
企

業
の
進
出
が
進
む
な
か
で
、
最
重
要
の

「
イ
ン
フ
ラ
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
二

〇
一
二
年
一
一
月
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
含
む

日
本
の
官
民
金
融
関
係
者
の
合
同
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
、
ま

た
、
翌
年
二
月
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
財
務

省
副
大
臣
を
招
聘
し
、
日
本
政
府
や
金

融
業
界
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

た
の
を
皮
切
り
に
、
重
層
的
な
政
策
対

話
を
続
け
て
き
て
い
る
。
具
体
的
な
支

援
策
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
金
融
セ
ク

タ
ー
の
近
代
化
に
向
け
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

中
央
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
支
援

等
を
開
始
し
て
お
り
、
官
民
連
携
で
の

取
り
組
み
の
嚆
矢
と
い
え
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
態
勢
作
り

　

こ
れ
ま
で
国
際
社
会
か
ら
本
格
的
な

援
助
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
、
開
発
計
画
が
不
在
の
う
え
、

ド
ナ
ー
の
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
も
不
慣

れ
で
あ
る
。
国
軍
主
導
の
政
府
で
は
、

大
臣
の
指
示
待
ち
で
、
官
僚
が
能
動
的

に
政
策
を
立
案
・
実
施
す
る
機
会
は
限

定
的
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
開
発

ニ
ー
ズ
に
直
面
し
て
い
る
も
の
の
、
解

決
の
た
め
の
政
策
を
立
案
・
実
施
す
る

体
制
が
整
わ
ず
、
人
材
も
育
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

援
助
が
本
格
化
し
て
以
降
の
わ
ず
か

一
年
半
の
間
で
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

の
内
部
で
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。

ラ
イ
ン
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
に
と
っ
て
は
、

セ
ク
タ
ー
の
開
発
方
針
は
何
か
、
取
り

組
む
べ
き
緊
急
課
題
は
何
か
、
実
施
体

制
を
ど
う
す
る
か
、
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
前
に
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と

緊
密
な
対
話
を
行
い
、
大
臣
か
ら
技
術

者
ま
で
が
集
中
的
な
検
討
を
行
う
機
会

と
な
っ
た
。

　

政
府
の
開
発
計
画
立
案
と
援
助
受
け

入
れ
や
開
発
予
算
配
分
に
携
わ
る
国
家

計
画
・
経
済
開
発
省
や
財
務
省
も
、
自

ら
が
主
体
と
な
っ
て
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
取
り
組

み
、
改
革
を
受
け
て
発
足
し
た
国
会
を

含
め
、
援
助
受
け
入
れ
に
か
か
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
を
進
め
た
。

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
の
今
後

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
そ
の
豊
富
な
天
然
資

源
、
肥
沃
な
土
壌
、
豊
富
で
優
秀
な
労

働
力
等
か
ら
、
か
つ
て
は
東
南
ア
ジ
ア

大
陸
で
も
最
も
高
い
経
済
的
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
国
と
み
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
独
立
後
の
国
内
の
民
族
対

立
、
国
際
社
会
か
ら
の
孤
立
、
経
済
へ

の
国
家
介
入
等
か
ら
、
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
活
か
し
切
れ
ず
、
現
在
は
最

貧
国
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
周
辺

ア
ジ
ア
諸
国
が
高
成
長
を
続
け
る
国
際

環
境
に
お
い
て
、
今
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済

は
、
こ
れ
ま
で
の
失
わ
れ
た
開
発
成
果

を
取
り
戻
す
絶
好
の
機
会
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

　

同
時
に
こ
れ
は
時
間
と
の
戦
い
で
も

あ
る
。
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
先
発
国
か

ら
の
産
業
移
転
は
す
で
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
と
い
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
後

発
国
に
展
開
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
縫
製

業
等
は
隣
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
大
き

く
成
長
し
て
い
る
。
今
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
せ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
こ
れ

ら
の
工
業
化
の
後
発
国
に
も
後
れ
を
取

る
恐
れ
は
否
定
で
き
な
い
。
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新
た
な
開
発
戦
略
を
実
施
す
る
う
え

で
、
ま
ず
は
国
内
の
少
数
民
族
と
の
和

解
を
進
め
、
安
定
し
た
経
済
開
発
・
社

会
政
策
を
と
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
。
ま
た
政
治
的
和
解

と
並
行
し
て
、
こ
れ
ら
少
数
民
族
が
居

住
す
る
地
方
部
に
お
い
て
、
現
政
権
の

開
発
政
策
の
恩
恵
を
、
で
き
る
限
り
早

期
に
目
に
見
え
る
形
で
行
き
渡
ら
せ
る

べ
く
、
地
方
開
発
政
策
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
特
に
国
内
の
雇
用
の

大
き
な
部
分
を
占
め
る
農
業
の
生
産
性

向
上
は
、
地
方
経
済
の
活
性
化
、
開
発

成
果
の
迅
速
な
実
現
、
浸
透
に
お
い
て

中
心
と
な
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
現
政

権
が
進
め
て
い
る
地
方
財
政
制
度
の
確

立
も
、
地
方
政
府
の
政
策
策
定
、
実
施

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
向
上
を
と
も
な
う
形

で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
統
制
経
済
の
な

か
で
十
分
に
育
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

様
々
な
市
場
経
済
制
度
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
。
新
政
権
は
す
で
に
イ
ン
フ
レ

抑
制
、
二
重
為
替
制
度
の
廃
止
等
、
マ

ク
ロ
経
済
安
定
化
の
第
一
歩
は
進
め
た

が
、
ま
だ
様
々
な
点
で
脆
弱
性
が
残

る
。
適
切
に
政
策
優
先
度
を
定
め
た
う

え
で
開
発
政
策
を
進
め
て
い
く
た
め
の

財
政
制
度
改
革
、
中
銀
の
金
融
政
策
・

金
融
監
督
機
能
の
強
化
と
合
わ
せ
た
金

融
深
化
の
促
進
、
依
然
と
し
て
経
済
の

大
き
な
部
分
を
占
め
る
国
有
企
業
の
改

革
等
、
市
場
経
済
政
策
を
推
進
す
る
う

え
で
必
要
な
機
能
、
制
度
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
基
盤
の
上
に
立
っ

て
、
国
際
経
済
へ
の
統
合
を
進
め
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
。
先
発
ア
ジ
ア
諸
国

の
経
済
成
長
は
、
ま
ず
は
欧
米
先
進
国

向
け
の
軽
工
業
品
輸
出
、
次
い
で
近
年

は
ア
ジ
ア
域
内
で
の
国
際
分
業
体
制
へ

の
参
加
と
い
う
形
で
達
成
さ
れ
て
き

た
。
現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
縫
製
業

等
へ
の
投
資
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
依

然
と
し
て
海
外
の
民
間
企
業
が
投
資
を

進
め
る
う
え
で
は
リ
ス
ク
が
高
い
。
そ

の
最
た
る
も
の
は
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

電
力
、
輸
送
網
、
通
信
と
い
っ
た
国
内

イ
ン
フ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
国
と
を

結
ぶ
経
済
回
廊
に
お
い
て
も
、
他
の
ア

ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
大
き
く
遅
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
は
あ
く
ま
で
基
盤

で
あ
り
、
そ
れ
を
運
営
す
る
制
度
・
人

材
の
構
築
、
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整

備
等
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
、
整
備
さ

れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
適
切
に
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
一
三
年

一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
世
銀
のD

o
in

g 

B
u
sin

ess

指
標
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

対
象
国
の
な
か
で
も
最
下
位
に
近
く
、

ま
た
汚
職
指
数
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
数
、
人
間
開
発
指

数
等
、
様
々
な
指
標
で
も
押
し
な
べ
て

最
低
水
準
に
あ
る
。

　

そ
れ
は
単
に
紙
に
書
い
た
「
政
策
・

制
度
」
を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

政
府
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
、
ま
た
農
業
生

産
で
あ
れ
、
実
際
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

人
々
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
日
々

の
政
策
運
営
、
企
業
経
営
等
の
現
場
で

直
面
す
る
実
践
的
な
課
題
に
対
し
て
、

h
an

d
s-o

n

で
与
え
ら
れ
る
具
体
的
な

助
言
と
指
導
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
政
府
レ
ベ
ル
で
行
う

支
援
に
加
え
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点

か
ら
提
供
さ
れ
る
も
の
も
非
常
に
多

い
。
日
本
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
が
、

真
に
「
日
本
の
顔
が
見
え
る
」
形
で
相

互
の
利
益
と
な
る
よ
う
、
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
が
リ
ス
ク
を
と
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

進
出
し
、
そ
の
長
期
的
開
発
に
向
け
て

共
に
活
動
す
る
こ
と
を
後
押
し
す
る
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
官
民
双
方
の
立

場
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
開
発
戦
略
の
成
否

を
分
け
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
ふ
か
わ　

け
ん
す
け
／
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
東
南
ア
ジ

ア
・
大
洋
州
部
東
南
ア
ジ
ア
第
四
課
課

長
）
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